
 

 
 

地質情報の探し方 
地質調査総合センター地質情報データベースの紹介 

 

 
あなたが普段暮らしている地面の下はどうなっているのでしょうか？ 

地質調査総合センター(GSJ)では目には見えない地面の下の様々

な情報をインターネットで公開しています。このカタログでは GSJ が

公開するデータベースの特徴と使い方をできるだけわかりやすくご紹

介いたします。実際に自分のお仕事で、あるいは個人的に使うとき

の参考にしていただければ幸いです。 

 

産業技術総合研究所 

地質調査総合センター 

2026 年 5 月版 
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地質情報の探し方 
GSJ データベースのご紹介 

 

地質調査総合センターが提供するデータベースは以下のサイトからアクセスできます。 

https://www.gsj.jp/researches/geodb/ 

 

 
 

 

GSJ のウェブサイトで公開される研究成果物の利用条件は、原則として政府標準利用規約（第 2.0

版）準拠です。クレジットを記載していただくことで、事前に許諾手続きなどを行わずに自由なご利用が

可能です。詳しくは GSJ ウェブサイトのライセンスのページをご覧下さい。  
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地質情報の探し方 
本資料の使い方 

 

 

    

*1 本資料後付に詳しい情報を掲載しています。 

*2 一部のデータベースに掲載しています。 

利活用事例 (*2) URL の２次元
バーコード 

データベースの名称 

対応言語・Language 

ウェブサイトの URL 

データへの 
アクセス方法 

ウェブサイトの説明 

データの説明 

問い合わせ 

ライセンス・ 
使用上の注意 

データのダウンロードが可能 

WMS / WMTS 配信対応 (*1) 

スマートフォン対応 

データの購入が可能 
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統合利用 
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【対応言語】 

https://www.gsj.jp/Map/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

地質調査総合センター発行の地質図類を網羅したカタログです。HTML 版と PDF 版があります。 
https://www.gsj.jp/Map/index.html 
https://www.gsj.jp/Map/pdf_catalogue/geomap-catalogue-jp.pdf 

地質図カタログ 

地質図類の購入フローチャート 

地質図を購入する際に必要な情報を掲載しています。また、HTML 版の一部では、電子データを直接
ダウンロードすることもできます。 

このデータベースに関するお問い合わせは、（https://www.gsj.jp/Map/JP/pub-inquiries.html）から 

地質情報基盤センター出版室までお願いします。 

地質図類にはシリーズと呼ば
れる様々な種類があります。 
 
HTML 版ではカテゴリ別のメ
ニューから目的とする地質図
を選びます。一部では地図か
ら選択することもできます。 
PDF 版では、ページごとに同
じカテゴリの地質図・データ
ベースの情報が掲載されてい
ます。 HTML 版（左）と PDF 版（上） 

地質図の情報とダウンロードデータの例 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。ただし、印刷物・メディア類の二次利用
は、CC BY-ND となります。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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地質調査総合センターから配信される数多くの地質図データを表示するとともに、活断層や第四紀火山
などの地質情報を地質図と合わせて表示することが可能な地質情報閲覧システムです。 

地質図 Navi 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/geonavi/ 

トップページの「地質図 Navi を表示」をクリック。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

概要 

日、英 

地質図 Navi では地質調査総合センターで出版し
てきた数多くの研究成果を閲覧できます。表示
することのできる地質情報は以下のようなもの
があります。 
 
・ 地球科学図 
・ 地質系データベース 
・ WMS 等配信データ 
 
画面左側にあるパネルに、各種地質図・データ
ごとのメニューが並んでいます。地図の表示範
囲に合わせて選択できる項目は変わります。 
 
地質調査総合センターの研究成果に限らず、他
機関から公開されているオープンデータも表示
できるようになっています。 
 
右側のパネルからは背景地図を選択できます。 
 
適宜、お好みの地質図・データと背景地図を組
み合わせてご覧ください。地質図類は透過度を
変更することもできます。 
 
データの説明は、メニューの「ｉ」ボタンで見
ることができます。 
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地質図 Navi では、各種の情報を重ね合わせた利用ができるようになっています。 利活用事例 

問い合わせ 

／使用上の注意 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質調査総合センター お問い合わせ窓口
（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

次の機能は「簡単 使い方ガイド」でご説明して
います。 

1. 背景地図の切り替え 
2. シームレス地質図を見る 
3. 地質図幅を見る 
4. いろいろな地質情報を見る 
5. 表示画面の例 
6. メールやブログで場所と地質図を知らせる 

第四紀火山 

鉱床・鉱徴地 

活断層データ 

2016 年熊本地震(産総研) 
 

地球化学図 
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陸域地質情報 
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本データベースでは、ページ左側のメニューから以下
のコンテンツがご利用いただけます。 

■地質標準ボーリングデータ 
■ボーリング調査とコア解析 (調査解析データ) 
■反射法地震探査データ 
■ボーリングデータ処理システム(ソフトウェア) 
■文献 

リストまたは地図
から地点を選択 
 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質情報研究部門 関東平野の地下地質・地盤データベ
ース 担当 heiya-kantochikadb-ml@aist.go.jp まで電子メールでお送り下さい。 

選択地点の詳細な
情報が利用可能 
 

【対応言語】 

関東平野の地下に分布する地層の、層序、物性、地質構造、埋没地形に関する研究・調査で得られたデ
ータ、ボーリング柱状図、および各種地質モデルをご覧いただけるデータベースです。 

https://gbank.gsj.jp/kantosubsurfacegeoDB/ 

関東平野の地下地質・地盤
データベース 日、英、独、仏、伊、中、韓 

本データベースは、関東
平野の地下に分布する
第四紀の地層を対象と
して、層序、堆積物の物
性、地質構造、埋没地形
に関する研究・調査で得
られたデータ、ボーリン
グ柱状図、および各種地
質モデルから構成され
ています。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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提供データの内容 
・ラスターデータ:発行済の５万分の 1 地質図幅の 200dpi の地図画像データを jpeg，kml

および geotiff 形式で提供します。後２者は１つのフォルダーにまとめて zip 圧縮ファイ
ルで提供します。 

・ベクトルデータ:発行済の５万分の 1 地質図
幅 の凡例に 基づい て地質 図部分を 数値化 した
もので、シェープファイルと KML の形式で提
供 します。 シェー プファ イルにつ いては 、凡
例 情報など を記載 した表 データを 含みま す。
個々の詳細については、ダウンロードファイルに含
まれる図幅ごとのreadme のテキストファイルをご
覧ください。 

・ドキュメント:5 万分の１地質図幅説明書を pdf ファ
イルで提供します。 

  

【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/datastore/ 

データへのアクセス方法 

／使用上の注意 

データの説明 

概要 

地質図類データ
ダウンロード 

地質調査総合センター発行の地質図の各種データ (図面ラスター・ベクトル、説明書 pdf) をダウンロ
ードすることができます。 

ご質問・ご要望は、地質調査総合センターのお問い合わせ窓口、 
（https://www.gsj.jp/inquiries.html）の「出版物に関するご質問」からお願いします。 

問い合わせ 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

使い方: 
i メインメニュー 
ii ダウンロードファイル一覧 
iii ページング 
iv テーブルヘッダ 
v プリセットプルダウン 
vi 検索テキストボックス 
ⅶ 選択チェックボックス 
ⅷ ダウンロードボタン 

同様の説明は，PDF ファイルでもご覧いただけます． 
 howtouse_v6j 
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【対応言語】 

日本の地層・岩体の名称、模式地、分布、地質時代、文献など調べることができるデータベースです。
同一地層名の提案をしないために、あるいは知らない地層名がでてきたときに、ご利用ください。 

https://gbank.gsj.jp/strata/ 

地層名検索データベース 

本データベースでは、既存の資料（文献，辞書など）に記されている地層名とその定義，内容などを
データベース化しています。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

2 通りの検索方法があります。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地層名検索データベースのお問い合わせフォームまたは
地質調査総合センターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送
り下さい。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

・調べたい地層の名称を検索
すると，その分布や属性が
表示されます。 

・検索可能な地層名は，産業
技術総合研究所発行の 5
万分の 1 地質図幅（地質
図表示版では 20 万分の 1
地質図幅）に掲載されてい
るものです。 

検索          地質図表示版 

検索           地質図表示版 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

「都市域の地質地盤図」はボーリングデータ等をもとに都市域の地層の分布を 3 次元解析することによ
って作成した地質図です。地質図だけでなく、解析に使用したボーリングデータ等もあわせて公開しま
す。 

https://gbank.gsj.jp/urbangeol/ 

都市域の地質地盤図 

基準ボーリングデータ 
基準ボーリングデータとは，地層対比の軸と
なる基準データ整備を目的として，産総研が
独自に行ったボーリング調査のデータです． 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

地質地盤図を表示するには地域毎のリンクをクリックします。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、urbangeol-ml@aist.go.jp まで電子メールでお送
り下さい。または地質調査総合センターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）
から電子メールでお送り下さい。 

地質図(平面図) 
本システムで表示される地質図(平面図)は，ボーリン
グデータ・露頭調査データ・地形区分データ等をもと
に作成した 3 次元地質地盤モデル(数値データ)から描
画したものです． 

 

  

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/seamless/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

概要 

GIS で扱うことのできる日本全国の地質図です。
他の情報と重ねて新たな活用が可能です。 
もともとの 20 万分の 1 の地質図は地域ごとに凡
例が異なるため、隣り合う図面同士がつながらな
いですが、シームレス地質図は凡例を統一し、境
目が無いため全国共通に使えます。 

これまで出版されてきた 20 万分の１地質図幅の図郭における境界線
の不連続を、日本全国統一の凡例を用いることによって解消した新し
い地質図です。 
2006 年公開の基本版・詳細版に加え、2017 年よりさらに情報量を増
やしたＶ２版を公開しています。目的に応じてご利用頂けます。 
数値化によって地理情報システム(GIS)の上での利用が可能となり、任
意の範囲で情報を切り出すことができるほか、他のデータとの重ね合
わせなど、パソコン上で利用者のさまざまな目的に応じて地質データ
を取り扱うことが可能です。３Ｄ表示を含めて、ビューアも複数用意
してあります。 

20 万分の 1 地図区画(1 次メッシュ）でダウンロ
ードしてご利用いただけます。また，凡例画像や
凡例データもダウンロードできます。 

ダウンロード 地質図を表示 
 

20 万分の 1 地質図 20 万分の 1 シームレス地質図 

概要 

20 万分の１日本シームレス
地質図 V2 
 

20 万分の 1 シームレス地質図 V２版は、凡例数
が 2400 超へ高精細化しました。 
凡例を階層構造化したことで、目的や用途に応じ
た柔軟な表示が可能になりました。 

V2 版の凡例 

日、英、独、仏、伊、中、韓 
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専用のビューアを用意していますので、便利にご覧いただけます。 利活用事例 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質調査総合センターお問い合わせ窓口
（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

問い合わせ 

／使用上の注意 

◆凡例数の異なる 4 種類の地質図 
 
 

◆特定の地質のみを表示する 
 

◆表示した地質図の切り出し機能 

◆3D ビューアによる立体表示 

◆透明度を変える 

◆活断層を重ねる 
 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。また、このデータベースで利用している基図の一部は、国土地理院⾧の承認を得て同院発行の
電子地形図（タイル）を複製・減色して使用しています。この背景地図をさらに複製する場合には
国土地理院の⾧の承認が必要です。 
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海洋地質情報 
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【対応言語】 

日本周辺海域で地質調査総合センターが行ってきた海洋調査の音波探査プロファイル画像を公開してい
ます。表層から海底下深部の探査まで利用されます。 

https://gbank.gsj.jp/marineseisdb/ 

海域地質構造データベース 日、英、独、仏、伊、中、韓 

音波探査とは、海底下の地質構造
を明らかにするために広く用いら
れている調査手法で、海底油田探
査や海底活断層調査には欠かせな
い手法です。原理は単純で、強力
な音波パルスを海面直下で発し、
それらの海底及び海底下からの反
射をとらえます。音波は海水中及
び海底下の堆積物の中では減衰が
小さいため、海底下深部まで音波
が伝わり、地層面などで反射して
きます。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

本データベースでは、メニューから
お好みの海域を 
選んでいただく 
ことで、 
 
・測線の位置 
・プロファイル 
 
をご覧いただく 
ことができます。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、marineseisdb@aist.go.jp または、地質調査総合セ
ンターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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高分解能音波探査断面
データベース 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、sbp-db-ml@aist.go.jp まで電子メールでお送り下さ
い。 

3.5kHz SBP（サブボトムプロファイラー）は音波探査の一種で、航走する調査船から 3.5kHz の
音波を発信し、海底および海底下からの反射音によって連続的な地質断面イメージを得るシステム
です。エアガン等に比べて高い周波数の音源を用いるため、海底下の探査深度は小さいが分解能が
高いという特徴があります。このため海底表層付近の堆積作用や最近の断層活動の把握などに有効
です。 

本データベースでは、メニューからお好みの海域を 
選んでいただくことで、 
 
・測線の位置 
・プロファイル 
・位置データ 
 
をご利用いただく 
ことができます。 

 

情報の選択 
側線の選択 

能登半島西方沖の地質断面イメージの例 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

日本周辺海域で地質調査総合センターが行ってきた海洋調査の高分解能音波探査プロファイル画像を公
開しています。海底表層付近の堆積作用や最近の断層活動の把握などに有効です。 

https://gbank.gsj.jp/sbp_db/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

本 DB に収録されているデータには CC BY 2.1 JP のライセンスが適応されます。 
詳しくは利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

地質調査所初期出版資料デジタルアーカイブは明治時代から戦前に出版された出版資料を閲覧できるサ
ービスで、国際規格 IIIF に対応して配信されています。これらの出版資料のほとんどは産総研地質調
査総合センターで所蔵しています。 

https://gbank.gsj.jp/ld/app/darc/ 

地質調査所初期出版資料
デジタルアーカイブ 

右上の検索窓から検索して下さい。あ
るいは一覧から選択して下さい。 
 

本データベースでは、主に明治時
代から戦前にかけての出版物であ
る「地質調査所特別報告」や「地
質要報」、最初期の地質図などの
貴重な資料を検索、閲覧できま
す。 
 
全ての資料の内容が、国際規格 
IIIF (International Image 
Interoperability Framework) に
対応して配信されています。 

このデータベースに関するお問い合わせは、地質文献データベース お問い合わせフォーム 
（https://gbank.gsj.jp/rarebook/mail_form/index.html）からお送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/geolis/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

このデータベースに関するお問い合わせは、地質文献データベース お問い合わせフォーム 
（https://gbank.gsj.jp/rarebook/mail_form/index.html）からお送り下さい。 

地質調査総合センターが旧地質調査所時代から収集・所蔵している資料・地質図類から、日本地域及び
日本人著者の文献、世界の地質図類の書誌情報を登録したデータベースです。 

地質文献データベース 
(GEOLIS) 

検索結果の詳細として、論文題名・著者・資料
名・巻・号・発行年・発行者などが表示されま
す。 
 
オンライン限定のものを除き、検索された文献
類は、茨城県つくば市にある産総研のライブラ
リーでご覧いただくことが可能です。 

検索結果詳細イメージ 

キーワード検索 

キーワードで検索できます。結果はリストで表示されます、 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

日、独、仏、伊、中、韓 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

検索結果 
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トップページ 画面左側の４つのボタンから検索を開始します。 

(1)起震断層・活動セグメント検索 

個別の活断層の情報を検索できます。 

(2)活断層関連文献検索 

活断層に関する論文や報告書を検索できます。 

(3)調査地検索 

活断層の調査地点の情報を検索できます。 

(4)産総研による活断層調査 

産総研で実施した活断層調査と公表した成果を検索できます。 

【対応言語】 

日本全国の活断層に関する情報を、公表文献から収集したデータベースです。活断層がどこにあるのか、
それぞれの活断層がどのような性質を持っているのかを調べることができます。 

https://gbank.gsj.jp/activefault/ 

活断層データベース 

活断層データベースには 4 種類の検索方法があります。 

このデータベースでは次のようなデータがご利用いただけます。 
・ 日本全国の活断層（活動セグメント）の分布とそのパラメータ 
・ 日本の活断層に関係する文献の書誌データ 
・ 文献から採録された、調査地点ごとの調査結果データ 

また、用語解説やよくある質問のページも、活断層の理解にご活用いただけます。 

このデータベースに関する問い合わせは、活断層・火山研究部門 問い合わせフォーム にある電子
メールへお送り下さい。正しい理解のために、「ご利用上の注意(免責事項) 」のページもお読みくだ
さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

検索した活断層の位置と、詳細な情報のリストの例。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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地震に関連する地下水観測
データベース 

トップページの「最新データ
表示システム」からアクセス
できます。 

産業技術総合研究所では地震予知研究を目的として、地殻変動
と地下水変動の関連を把握するために、地下水観測を 1976 年
以来継続しています。古文書、言い伝え等により地震前兆現象
としての地下水異常は数多く報告されています。そこで、産業
技術総合研究所では東海地震の危険性が指摘されて以来、それ
までの研究成果を元にして、東海地域に地下水位、温泉等の自
噴量、水質、ラドン濃度等の観測網を整備しました。近畿地域
およびその周辺地域においては、1995 年兵庫県南部地震の後
に 30 以上の観測井を主に活断層周辺に掘削し、地下水観測網
を整備して観測を継続しています（図１）。これらの観測井か
らのデータは電話回線を利用して通信し、産業技術総合研究所
で監視を行っています。また、東海地域の一部のデータは気象
庁に転送され、東海地震予知のための監視データとして利用さ
れています。 

【対応言語】 

地震予知研究を目的に観測・解析を行っている 50 ヶ所あまりの観測点の地下水位、歪、水温、地震波
形などの最新データおよび関連情報をご覧いただけるデータベースです。 

図 1 観測井配置図 

地下水・歪データ 
 

https://gbank.gsj.jp/wellweb/ 

地下水・歪データ（リスト形式） 
 

地震データ・震源データ解析 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

このデータベースに関する問い合わせは、wellweb-ml@aist.go.jp まで電子メールでお送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

本データベースは、現状、主に地震の研究を目的として測定、観測されたデータを中心に、日本国内の
地殻応力に関する公開情報を収集し、各種データベース機能を付け加えたものです。 

https://gbank.gsj.jp/crstress/ 

地殻応力場データベース 

                                       

異方性について 
鉱物の定方向配列や、微小クラックの定方向配列が媒質中にある場合、その媒質の S 波速度には異方性
が生じます。これは地震波を用いて「S 波スプリッティング」と言う現象として観測できます。                 
応力測定について 
掘削坑井を利用した応力解放法、水圧破砕法等によって測定されたデータ、ボーリングコアを利用した
測定データ等を各種文献から収集しました。 

このデータベースに関する問い合わせは、地殻応力場データベース お問い合わせフォーム 
（https://gbank.gsj.jp/crstress/mail_form/mail.html）からお送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

各種データを地図上に
選択表示することがで
きます。また、吹き出し
のリンクから、詳細情報
を見ることができます。 

データメニューからは論文および収録デ
ータの詳細情報を見ることができます。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

日本の活断層の地下構造として、三次元的な物性値（弾性波速度）の分布を見るためのシステムです。
地殻や上部マントルを概観する規模の物性値構造と様々な地質情報とを併せて表示できます。 

https://gbank.gsj.jp/subsurface/ 

地下構造可視化システム 

簡易版ではあらかじめ設定された測線を選んで、オンデマンド版では任意
の測線をひいて、地下構造を描画することができます。 

地下構造可視化システムは、活断層の地下構造として 3 次
元的な物性値（現時点では弾性波速度のみ）の分布を「見
る」ためのシステムです。地殻や上部マントルを概観する
ような大スケールの構造を扱います。そのようなスケール
では穴を掘って実際に見るわけにいかないので、ここで言
う「見る」(＝可視化)は、自然地震の記録を用いた地震波
トモグラフィによる地下構造の推定イメージを図示する
ことを指しています。 
 
オンデマンド版では任意の測線を 
設定できるほか、詳細な描画設定 
が可能です。 

このデータベースに関する問い合わせは、活断層・火山研究部門 問い合わせフォーム にあるアドレ
スから電子メールでお送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

簡易版 
オンデマンド版 

さまざまな設定による描画の例。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/tsunami_deposit_db/ 

産総研が行った津波堆積物の調査結果や研究過程を、ウェブ上で誰でも閲覧できるようにしたデータ
ベースです。 

津波堆積物データベース 

 

津波堆積物の調査は、地形判読などによって調査地点を決定し、その決定した場所で柱状堆積物試料
を採取し、多くの試料に対する分析結果などを総合的に判断して行います。普通は、すべての分析が
終わってから結果を公表しますが、それには多くの時間がかかってしまいます。そこで、調査の経過
を知っていただくため、またなるべく早く研究成果を届けるために、以下のようにいくつかの種類に
わけてデータを公表することにしました。 
(1)【掘削地点の位置情報のみ】津波堆積物を見つけるために掘削調査をした場所の情報。 
(2)【掘削地点の位置情報と調査の結果】津波堆積物の有無を決める根拠となる柱状堆積物試料の情

報。 
場合によっては、津波堆積物の候補となる地層（イベント堆積物）に関する情報もつける。 

(3)【掘削地点の位置情報と、産総研の解釈による津波堆積物の有無】 
注:（3）については、外部査読付き論文に掲載されたもの、外部査読付き論文に掲載されていないが、産総研の担

当職員が津波堆積物の有無を判断したもの、の２種類のデータが存在します。外部査読付き論文によって担保されたデ
ータかどうかについては、各地域の解説ページに掲載されています。 

このデータベースに関する問い合わせは、「津波堆積物データベースお問い合わせフォーム」 
から電子メールでお送り下さい。 

地点をクリックすると
その場所の地質柱状図
を閲覧可能 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

概要 

本 DB による作成物には CC BY-ND (表示-改変禁止) が適応されます。 
詳しくは利用規約のページをご覧ください。 
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第四紀噴火･貫入活動
データベース 

「第四紀火山岩体・貫入岩体データベース」（西来ほか（編）2012）のデータ
を基に、”第四紀”に活動した火山および、“第四紀”に貫入・固結し、その後の
隆起・侵食作用によって地表に露出した貫入岩体を整備したものです。JSON
あるいは HTML 形式でリストを取得することができます。 

約 260 万年前から現在までの時代「第四紀」に起きた噴火活動に関する年代情報、噴火事例を基にした噴
火影響評価のためのツールなどを提供しています。 

リクエストの例 リクエスト URL および
リクエストパラメータ 

レスポンス 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、https://unit.aist.go.jp/ievg/ 最上部の「お問い合わせ」
または ievg-webmaster-ml@aist.go.jp へ、必要事項を記載の上、電子メールでお送り下さい。 

この影響範囲表示プログラムでは、マグマ溜まり
形成による地殻変形範囲（シルモデル）と大規模火
砕流の到達範囲（サブ臨界火砕流モデル）を、各カ
ルデラに対して、既存の文献から取得したカルデ
ラ噴火事例の値を参考値として利用しながら、影
響範囲の計算をすることができます。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

第四紀に活動した火山、および第四紀に貫入・固結し、その後の隆起・侵食作用によって地表に露出した貫入
岩体を整備したデータベースです。 

http://gbank.gsj.jp/quatigneous/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

本 DB は CC BY 2.1JP のもとに提供しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。
各データは、収録されたそれぞれの文献に帰属します。個々のデータをご利用の際には、特に年代値に関
する誤差や信頼度について、原著を確認していただきますようお願いします。 
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日本の火山データベースには 
「第四紀火山」 
「活火山」 
「1/20 万 日本火山図」 
「大規模噴火データベース」 
「噴火推移データベース」 
「火山灰データベース」 
「大規模火砕流分布図」 
「噴火口図」 

が含まれます。 

日本の火山データベース 

データアクセスと説明 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

第四紀（約 260 万年前から現在まで）に活動した火山を網羅するとともに、特に 1 万年前以降に活動
した活火山の噴火履歴や文献情報を収録したデータベースです。 

https://gbank.gsj.jp/volcano/ 

概要 

●第四紀火山 第四紀(約 260 万年前以降)に噴火した日本の火山に関する網羅的な情報です。下の 3
つの方法からアクセス可能です。 

① 火山名称から探す ②火山分布図から探す 
 

③日本地図から探す 
 

●活火山 約 1 万年以内に噴火、あるいは噴気活動が活発な火山に関する詳細な情報です。個別データ
リストから選択できます。 
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     データアクセスと説明 

●1/20 万 日本火山図 第四紀の火山噴出物を時代·岩質·岩相などに基づいて分類·表示した分布図で
す。地図から選択し、クリックすると詳細が表示されます。 

●大規模噴火データベース 大規模噴火の特徴、推移、⾧期·短期的前駆活動、後カルデラ活動情報で
す。 
●噴火推移データベース 目撃観測情報がある火砕噴火の中⾧期的·短期的前駆現象、噴火推移情報で
す。 
いずれも地図から選択し、クリックすると詳細が表示されます。 
 

●火山灰データベース 日本国内外の噴火で噴出した火山灰の採取情報、顕微鏡画像などの情報です。
地図から火山地図をダブルクリックすることで、噴火履歴の一覧や火山灰の顕微鏡写真等が表示されま
す。 
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このデータベースに関するご意見・ご要望は、「お問い合わせフォーム（日本の火山）」からお送り下
さい。 

データアクセスと説明 

シリーズ一覧 個別ページ 
 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。ただし、本 DB 内で使われている写真･図などの一部には第三者機関や個人の著作物を用いています。
それらは政府標準利用規約（第 2.0 版）の対象ではありませんので、ご利用の際はお問い合わせくださ
い。なお、印刷物・CD-ROM の火山地質図類のライセンスは CC BY-ND です。 

問い合わせ 

／使用上の注意 

●大規模火砕流分布図 カルデラ形成を伴う巨大噴火による大規模火砕流や降下テフラの分布等の情報
です。地質図カタログにある大規模火砕流分布図を web 化したもので、閲覧性に優れています。 

●噴火口図 完新世に活動した火口位置情報と火口からの噴火イベントの情報です。地図上またはリス
トから火山を選択すると噴火口の一覧が拡大されます。またリストからそれぞれの火口の位置、確実度
を表示することができます。 

火山一覧 噴火口位置 詳細情報 
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地質ハザード情報 
データベース 

「地質ハザード情報システム」では、地質、火山、地震、活断層
等に関する多数の地図情報を選択し表示することができます。ま
たサブメニューから表示の ON/OFF、重なり順を変更することも
可能です。表示データの一部はフォーマットを選択してダウンロ
ードできます。 

どちらの情報システムも WebGIS 及び WMS で提供しています。加えて、火山ハザード情報システムでは
全世界の第四紀火山について、複数モデルによるオンラインシミュレーションが可能です。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質相談お問い合わせ窓口 から、必要事項を記載の上お
送り下さい。 

「火山ハザード情報システム」では、世界の第四紀火山の位置及
び詳細情報へのリンクを表示できます。また、準リアルタイムハ
ザード評価シミュレーションや噴出量解析をオンラインで行な
い、重ねて表示することが可能です。これにより目的に応じた迅
速な評価が可能となります。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

防災計画に資する火山情報・活断層の解析・評価，集約・情報提供対策のため，噴火口図・火口位置データベ
ースの作成，活断層データの高精度化，各種地質情報の DX 化の推進等を目的に整備したデータベースで、
現在「地質ハザード情報システム」「火山ハザード情報システム」が構築されています。 

https://geohazards-info.gsj.jp/geohazards_info_db/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。 
なお、各データは収録されたそれぞれの文献や発行機関に帰属します。 

紹介ページ 地質ハザード情報システム 火山ハザード情報システム 
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日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

文献・資料から収集した日本の岩石物性値を、統一的に数値化・編集し、まとめたデータベースです。
岩石物性は、岩石の地質学的な属性と物理的な属性を結びつけるもので、地下の物理構造を地質学的
に解釈するために不可欠な情報です。 

https://gbank.gsj.jp/prock/ 

岩石物性値データベース
(PROCK) 

以下の 2 通りから選択が可能です。 

7,873 個の日本の岩石について、物性値
を文献、資料から統一的に数値化・編集
し、まとめました。 

採録した物性値は主に、1.密度、2.有効
空隙率、3.熱伝導率、4.帯磁率(磁化率)、 
5.自然残留磁化強度、6.偏角 (自然残留
磁化)、7.伏角 (自然残留磁化)、8.ケーニ
スベルガー比、9.P 波速度です。 

この中で、密度と P 波速度については、
自然乾燥、強制湿潤、強制乾燥の 3 種類
に細分してあります。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は 岩石物性値データベース お問い合わせフォーム からお
送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

一次メッシュによる検索（位置図） 
 

キーワードによる検索 

 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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日、英、独、仏、伊、中、韓 

GSJ が調査・研究してきた日本国内の重力分布データが収録され、ブーゲー異常図等の重力図を検
索・閲覧および作成することができます。重力図（ブーゲー異常）を解析すると、地形や地表の地質
図には現れていない平野の地下の起伏がわかります。たとえば、軟らかい地層は一般に密度が低いの
で、このような地層が厚いところでは重力が小さくなります。 

重力データベース
(GALILEO) 

以下の 3 通りから選択が可能です。 

重力はその地域の地質（岩石の密度や地層境界面の凹凸）によって異なります。重力図（ブーゲー異
常）から地下の地質構造やマグマの分布などを明らかにできます。 
本データベースでは、出版済みの重力図を閲覧できるほか、全国の重力図をメッシュごとに見ることが
できます。また、自分で任意の地域の重力図等を描画させることもできます。このほか、重力図に関す
る解説もご利用になれます。 

区画(地域)選択 

【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/gravdb/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

概要 

区画(一次メッシュ)選択 緯度・経度指定 

問い合わせ 

ライセンス／使用上の注意 

質問・要望等は、「重力データベース お問い合わせフォーム」からお問い合わせください。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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地質調査総合センターが処理・測定した日本の基盤岩類 （花崗岩類および変成岩類） の岩石物性デー
タ （密度、岩石磁気等） のデータベースです。データの検索表示と採取位置、物性データの頻度分布
図、各種データ相関図等を表示し、データの内容について理解を深めることができます。データの閲覧
も行えます。 

日本列島基盤岩類物性
データベース 

Search ページの「検索・表示エンジン」を使って、検索・閲覧が可能です。 

岩石物性データとしては、原則として各岩石試料について、
以下のものがあります。 
１．磁化率（帯磁率）       ５．自然乾燥密度 
２．自然残留磁化強度       ６．強制湿潤密度 
３．Qn（ケーニスベルガー）比   ７．孔隙率 
４．キュリー温度                  ８．超音波速度 
これら物性データに加え、参考として岩石サンプルの岩種、
属する分帯名、岩体名、岩型および地質標本館の標本登録番
号が記録されています。 
 
収録データは、検索・表示してデータ値を確認したり、頻度
分布や物性相関図等をグラフ化したりできます。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は 日本列島基盤岩類物性 DB お問い合わせフォーム
または、地質調査総合センターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電
子メールでお送り下さい。 
 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/pb-rock21/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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地質調査総合センターが調査・研究してきた全国の地球化学データ (有害元素を含む元素濃度分布の全
国マッピング、試料情報など) を見ることができるデータベースです。 

海と陸の地球化学図 

地図や周期律表、検索によって元素ごとの分布図、3D 表示を見る
ことができるほか、試料ごとの詳細情報も収録しています。 

本データベースでは、全国の河川
堆積物、岩石、土壌等から採集し
た試料を分析し、元素濃度を濃度
分布図およびデータで公開してい
ます。日本の自然放射線量（放射
線バックグラウンド）も掲載して
います。 

このデータベースに関する問い合わせは、ページに記載の E-mail アドレス、または、地質調査総合セ
ンターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/geochemmap/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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正確な地球化学分析・計測のために、多くの分析機関で利用される岩石標準試料の情報を公開している
データベースです。 

地球化学標準物質
データベース 

標準試料とは? 
化学分析の測定結果を決定するためには、正確に
値が決まっている標準試料を用いて分析機器の校
正、分析方法の評価などを行うことが必要になり
ます。 
 
産業技術総合研究所では 1964 年以来 40 年以上に
わたって岩石標準試料を作製し、世界各国の研究
機関との共同研究により、化学組成や同位体組
成、年代値について信頼性の高いデータを定め、
公表してきました。このデータベースでは、分析
精度を高める標準として世界中で利用されている
標準試料のデータを公開しています。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/geostandards/ 

地図上の試料名か，下記一覧にある試料名をクリック 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、ページに記載の E-mail アドレス、または、地質調査総
合センターお問い合わせ窓口（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さ
い。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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個別の水門環境図と、水文環境図等にて収集した現地データを日本地図にプロットすることで、全国規
模で地下水の情報を比較できるように整備したデータベースです。 

水文環境図/全国水文環境
データベース 

地下水に関する水質、水温、水位などの情報をマップにした水文環境図とそのデータをまとめました。 
本データベースでは、地域ごとに出版された水文環境図の内容を閲覧できるほか、表示項目に全国統一
の閾値を設けて分類・整理を行った全国マップを見ることができます。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/WaterEnvironmentMap/main.html 

地図上のポイントをクリック 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、info-waterenviron-ml@aist.go.jp まで電子メールで
お送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 
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産総研地質調査総合センターにおける地熱調査研究で整備されてきた情報をデータベースとして公開す
るもので、「温泉分析値データ」「地熱ボーリングコア画像データ」「日本の地熱調査における坑井デ
ータ」「地熱井属性一覧」を含みます。 

地熱情報 
データベース 

各種文献から収集した日本全国の温泉水
の化学分析値を整理した温泉分析値デー
タ、同データから計算した地熱地域の活
動度を表す指標アニオンインデックス、
かつて RIO-DB の一つとして公開してい
た地熱ボーリング・コア・データベース
を拡充したボーリングコア画像データ、
地質調査所報告第 271 号および第 273
号として出版された坑井情報のデジタル
データ及び NEDO が中心となって掘削し
た地熱調査井の位置などの基本情報を整
備した地熱調査井データなどを見ること
ができます。 

日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/gres-db/ 

温泉分析値は ShapeFile と地図上で提供、コア画像等は一覧から選択等で提供されています。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地熱情報データベース問い合わせフォームからお送り下
さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

ShapeFile 地図上で表示 コア画像一覧 
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【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/nyouga/ 

ASTER 高温領域
検出システム 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

②KML をダウンロード 
して利用 

日、英、独、仏、伊、中、韓 

ASTER 高温領域検出システムは、地球観測衛星センサー（ASTER）の観測データを自動的に処理す
ることで、森林火災や活火山の溶岩などを監視することを目的としたシステムです。 

①地図上で検索 

本データベースでは、熱赤外バンドの観測値
から、変換式を用いて輝度温度（熱放射から
求められる温度）に変換します。ただし、低
温の雲が上空にあった場合は地表面の熱が隠
されてしまうため検出されない可能性や、局
所的な高温領域を検出できない可能性があり
ます。そして、求められた輝度温度が 330K
（摂氏 56.85 度）以上の領域が 90m 四方を
超えて広がっていた場合、高温領域としてシ
ステムに登録されます。 
観測データは自動的に処理され、高温領域が
検出される毎に追加されます。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は aster-hotspot-ml@aist.go.jp まで電子メールでお送
り下さい。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。ただし、ASTER 画像については Public Domain とします。データ利用の際には次の記載をお願い
しております。Imagery courtesy "NASA/METI/AIST/Japan Spacesystems, and U.S./Japan 
ASTER Science Team, ASTER" 
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日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

衛星データ検索システム(MADAS: METI AIST satellite Data Archive System)は産総研地質調査総合
センターから配信する衛星データ(現在は ASTER)を検索し、その結果を地図上に表示するとともに、
KML や処理データのダウンロードを提供するシステムです。 

https://gbank.gsj.jp/madas/ 

衛星データ検索システム 
MADAS 

以下の２通りの利用が可能です。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は 地質調査総合センターお問い合わせ窓口
（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

テキスト入力による検索 

 

地図による範囲指定 

＊検索結果は、サムネール(サンプル)
画像，Profile，Tar，Kml と
Overlay で構成されます。 

経済産業省が開発した地球観測センサ
ーであり、NASA の地球観測衛星
TERRA に搭載され 1999 年 12 月から
現在(2016 年 4 月時点)も運用が続くセ
ンサーです。 産総研では、この衛星デ
ータの処理、高次利用に従事してきて
おり、このたび高次処理したデータ
ASTER-VA(ASTER Value Added)の配
信を行うこととなりました。 
ASTER-VA データは、KML 形式と
GeoTIFF 形式があります。 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。ただし、ASTER 画像については Public Domain とします。データ利用の際には次の記載をお願い
しております。Imagery courtesy "NASA/METI/AIST/Japan Spacesystems, and U.S./Japan 
ASTER Science Team, ASTER" 

ASTER (Advanced Spaceborne Thermal Emission and Reflection Radiometer) 



46 
 

  

日、英、独、仏、伊、中、韓 

 

このデータベースに関するご意見・ご要望は 地質調査総合センターお問い合わせ窓口
（https://www.gsj.jp/inquiries.html）から電子メールでお送り下さい。 

標高値と緯度経度の表示 

海面上昇のシミュレーション 

1．このシステムでは毎回、クライアント側で標高
データを読み込んで、浸水域をオンデマンドに描
画します(通常は、事前に計算した結果を描画) 

2. 全球の標高データとして ASTER GDEM 
Ver.2(30m 空間分解能)を利用しています。 

3. 国土地理院の提供する標高データ（地理院タイル 
10m 空間分解能)がカバーしている地域について
は、地理院タイルを利用しています。 

4. 入力する標高データは事前に統合する必要があり
ません。複数の標高データから描画対象とするデ
ータを地域ごとに設定できます。 

5. 同じ形式で標高データを公開する機関があれば、
他機関が提供するデータを組み合わせて描画する
ことも可能です。 

設定用のボックスと地図 

地図の拡大縮小を
選択するボックス 

30ｍ 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。本システムで利用している各標高データの利用条件については、それぞれご確認ください。 

 

【対応言語】 

海面上昇シミュレーションシステムは全世界を対象に、海面水位が上昇した場合の浸水域を簡単に
ウェブから閲覧できるシステムです。 

https://gbank.gsj.jp/sealevel/ 

海面上昇シミュレーション
システム 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 
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日、英、独、仏、伊、中、韓 【対応言語】 

https://gbank.gsj.jp/vsidb/image/ 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

概要 

人工衛星から撮影された世界の火山衛星画像を公開するデータベースです。世界の 964 火山を登録して
います。ASTER というセンサーで 2000 年以降に観測された全ての衛星画像を公開しています。 

火山衛星画像データベース 

以下の２通りの利用が可能です。 

各火山のページには、火山名，最も
鮮明な VNIR 画像のサムネール，火
山の位置，標高が表示されます。 
デジタル地形モデル（DEM）がある
場合には、そのリンクも表示されま
す。また、毎回の VNIR 画像，SWIR
画像，TIR 画像が一覧表示されま
す。各サムネールからは大きい画像
にリンクしています。 
 
ASTER センサーおよび画像の種類に
ついて、詳しくはトップページの
「使い方」を参照してください。 

このデータベースに関するご意見・ご要望は urai-minoru@aist.go.jp まで電子メールでお送り下さ
い。 

ABC 順世界の火山リストから選択 
Google Earth 版 
KML をダウンロードして利用 
 

赤城火山の VNIR 画像と DEM 画像の例 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧くださ
い。ただし、ASTER 画像については Public Domain とします。データ利用の際には次の記載をお願い
しております。Imagery courtesy "NASA/METI/AIST/Japan Spacesystems, and U.S./Japan 
ASTER Science Team, ASTER" 
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地質情報の探し方 
WMS / WMTS のご紹介 

 

世界共通標準形式である WMS、WMTS による地質情報の配信サービスです。 各データベースで、 

WMS / WMTS 配信対応となっているものは、こちらのサービスからご利用になれます。 

GIS ソフトやウェブサイト構築にご活用ください。 

https://gbank.gsj.jp/owscontents/ 
  

スキャンデータ系サービス 
出版済み地質図のスキャンデータを WMTS 形式で配信しています。 

ベクトルデータ系サービス 
ベクトルデータから作成した地図画像の WMS／WMTS 配信です。
配信中のコンテンツは以下の通りです。 
・ 5 万分の 1 地質図幅 (一部地域) 
・ 20 万分の 1 日本シームレス地質図 
・ 200 万分の 1 日本地質図 
・ 200 万分の 1 日本地質図－20 万分の 1 日本シームレス地質図 
・ 日本の地球化学図 
・ 日本重力データベース 
・ 100 万分の 1 日本地質図 (英語版のみ) 
・ 200 万分の 1 東・東南アジア地質図 (英語版のみ) 
・ 富士火山地質図(第 2 版) 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

GSJ の研究成果情報を国際標準形式のウェブ・マップサービス (WMS) およびウェブ・マップ・
タイル・サービス (WMTS) で配信しています。また、以下のような使い方を説明しています。 
 

GIS ソフトウェアでのご利用 
・Google Earth での利用例 
・QGIS での利用例 
 
Web サイトでのご利用 
・OpenLayers での利用例 
・Leaflet での利用例 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質調査総合センター お問い合わせ窓口 
（https://www.gsj.jp/inquiries.html ）から電子メールでお送り下さい。 

OpenLayers での表示例 Leaflet での表示例 
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地質情報の探し方 
GSJ のリンクト・データのご紹介 

 

インターネット空間で縦横無尽にデータ同士が繋がり合うリンクト・データの閲覧・配信サービスです。 

さまざまな情報に地質情報をリンクさせてご活用下さい。 

https://gbank.gsj.jp/ld/ 

 
  

公開中のデータベースを基にしたリンクト・データ
を配信します。 

・統合地質文献データベース 
・貴重資料データベース 
・第四紀噴火・貫入活動データベース 
・地質標本データ 
・日本の火山（リンク情報の提供のみ） 
・活断層データベース（リンク情報の提供のみ） 

政府標準利用規約（第 2.0 版）に準拠しています。 
詳しくは GSJ の利用規約のページをご覧ください。 

テキスト入力による検索画面を
用意しています。 
また、API による検索・データ
取得にも対応しています。 

データへのアクセス方法 

データの説明 

問い合わせ 

／使用上の注意 

このデータベースに関するご意見・ご要望は、地質調査総合センター お問い合わせ窓口 
（https://www.gsj.jp/inquiries.html ）から電子メールでお送り下さい。 

HTML 形式での表示のほか、RDF/XML、turtle、JSON-LD 形式でのデータ取得が可能です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質情報の探し方 
地質調査総合センター地質情報データベースの紹介 
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